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第12回多良間シュンカニ大会

預
か
り
保
育

支
援
員
募
集
！！

平成28年8月1日

（2）

　

8
月
13
日（
土
）、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設
に
於

い
て
、最
愛
の
人
を
見
送
る
ウ
ェ
ー
ン
マ
の
別
離

の
悲
し
み
や
夢
、希
望
を
歌
っ
た
多
良
間
シ
ュ
ン

カ
ニ
、多
良
間
村
を
代
表
す
る
民
謡
と
し
て
村
内

外
に
発
信
し
て
末
永
く
歌
い
継
い
で
い
く
こ
と

を
目
的
に「
第
12
回
多
良
間
シ
ュ
ン
カ
ニ
大
会
」が

村
内
外
か
ら
10
組
の
出
場
者
を
迎
え
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
か
ら
村
外
に
も
参
加
募
集
を
行
い
、10
組

11
名
中
7
名
の
方
が
村
外
か
ら
の
参
加
者
で
し

た
。

　

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
多
良
間
シ
ュ
ン
カ
ニ
に
、

観
客
の
皆
さ
ん
も
聞
き
入
っ
た
り
、口
ず
さ
ん
だ

り
と
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
伊
良
皆
紀
夫
さ
ん
は「
久

し
ぶ
り
の
里
帰
り
で
参
加
し
た
。こ
の
大
会
が
あ

る
こ
と
を
知
り
す
ぐ
に
応
募
し
た
。多
良
間
シ
ュ

ン
カ
ニ
は
大
先
輩
の
仲
間
精
一
さ
ん
の
唄
を
聞
き

覚
え
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、最
優
秀
賞　

伊
良
皆
紀
夫
さ
ん（
東
京

都
）、優
秀
賞　

外
間
徳
光
さ
ん（
多
良
間
村
）、努

力
賞　

洲
鎌
由
美
子
さ
ん（
宮
古
島
市
）、特
別
賞

伊
良
皆
和
枝
さ
ん（
多
良
間
村
）

　

次
回
は
4
年
後
の
2
0
2
0
年
、東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
年
に
開
催
予
定
で
す
。

池城会長（前列左から
２番目）真栄里審査員
（前列左端）と参加者
の皆さん

最優秀賞	 伊良皆紀夫さん（左から２番目）
優 秀 賞	 外間徳光さん（右から２番目）
努 力 賞	 洲鎌由美子さん（左端）
特 別 賞	 伊良皆和枝さん（右端）

１
、
勤
務
内
容	

	

幼
稚
園
、
保
育
士
・
パ
ー
ト

２
、
募
集
人
員	

	

若
干
名

３
、
勤
務
日
・
勤
務
時
間	

	

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で	

	

預
か
り
保
育
の
勤
務
体
制
に	

	

よ
る

４
、
募
集
資
格	

	

年
齢　
男
女
問
わ
ず

５
、
問
い
合
わ
せ	

	

多
良
間
村
教
育
員
会

	

電
話
：
７
９
ー
２
６
７
４
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認
定
農
業
者

5
人
に
交
付

迷
っ
た
ら

相
談
し
よ
う

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

平成28年8月1日

（3）

前列左から垣花秀市さん、伊良皆村長、
石垣和弘さん、後列左から奥平聖明さん、
浦崎英則さん、垣花健三さん

伊良皆村長（左）と野里さん（右）

　

去
る
8
月
2
日（
火
）、
認
定
農
業
者
5
人

に
認
定
証
を
交
付
し
た
。

　

認
定
を
受
け
た
方
は
石
垣
和
弘
さ
ん（
土

原
）、
垣
花
秀
市
さ
ん（
天
川
）、
垣
花
健
三

さ
ん（
天
川
）、
浦
崎
英
則
さ
ん
、（
津
川
）、

奥
平
聖
明
さ
ん（
大
道
）の
5
人
。

　

認
定
農
業
者
は
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進

法
に
基
づ
き
、
農
業
者
が
5
年
後
の
経
営
改

善
目
標
を
記
載
し
た
農
業
経
営
改
善
計
画
を

作
成
し
、
市
町
村
の
基
本
構
想
に
て
ら
し
て

認
定
す
る
制
度
。
認
定
を
受
け
る
と
金
融
や

税
制
の
面
な
ど
で
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
経
営
改
善
計
画
は
5
年
を
経
過
す
る

と
再
度
計
画
を
出
し
て
再
認
定
を
受
け
る
必

要
が
あ
る
。

　

第
26
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲　

自

衛
官
功
労
・
瑞
宝
単
光
章
受
章
の
野
里

光
正
さ
ん
が
8
月
1
日（
月
）、
村
長
を

表
敬
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
里
さ
ん
は
昭
和
23
年
、
多
良
間
村

生
ま
れ（
ミ
ン
ボ
ー
ヤ
ー
の
次
男
）

15
歳
の
時
に
多
良
間
を
離
れ
、
昭
和
42

年
18
歳
で
陸
上
自
衛
隊
第
一
教
育
団
に

入
隊
。
入
隊
後
は
向
上
心
に
燃
え
、
昭

和
48
年
定
時
制
高
校
を
卒
業
、
さ
ら
に

昭
和
53
年
に
は
夜
間
大
学
を
卒
業
し
た

努
力
家
で
す
。

　

本
部
管
理
中
隊
の
武
器（
車
両
）整
備

班
、
音
楽
隊
、
業
務
学
校
の
広
報
班
な

ど
を
経
て
54
歳
で
定
年
後
も
予
備
自
衛

官
と
し
て
9
年
間
勤
め
ま
し
た
。

　

趣
味
と
し
て
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
き
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で

自
ら
考
案
し
た「
野
菜
ラ
ッ
パ
」で
驚
き

と
感
動
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

全
国
で
4
0
0
回
以
上
出
演
。
在
沖
多

良
間
郷
友
会
イ
ベ
ン
ト
や
各
種
行
事
な

ど
で
も
現
役
で
活
躍
中
。

スマホに「この度は当選おめ
でとうございます。携帯電
話ご契約公式キャンペーン
の一等に当選しております。
受取連絡先及びお問合せは
URL よりご連絡下さい」と
メールが届いた。不審だ。

携帯電話やスマホに不審なメールが届
いたという相談が多く寄せられます。
連絡をすることで、個人情報が流出し
たり、不当請求につながることもあり
危険です。安易にリンク先のURLを開
いたり、返信メールを送らず、「変だな」
と思ったらまず相談をしましょう。

消費生活センター宮古分室　☎７２－０１９９ 相談時間　9 時～12 時／13 時～16 時　
	 平日（月～金）土・日・祝日除く
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ふ
る
さ
と
納
税

車
イ
ス
・
歩
行
補
助
器
の
寄
贈

平成28年8月1日

（4）

　

去
る
8
月
4
日（
木
）、
塚
本
恭
子
さ
ん（
東
京
都
在
）が
多
良
間
村
役

場
を
訪
れ
、
多
良
間
村
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

教
育
関
係
コ
ー
ス
で「
子

ど
も
達
の
運
動
や
遊
び
器

具
等
に
使
用
し
て
く
だ
さ

い
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　

塚
本
さ
ん
は
、
た
ら
ま

島
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大
会
24
・

３
㎞
女
子
の
部
で
3
連
覇

中
で
す
。

　

今
年
も
参
加
し
ま
す
の

で
、
村
民
の
皆
さ
ん
の
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

先
日
、
有
限
会
社
ニ
ッ

ト
ー
産
業　

代
表
の
宮
城

秀
樹
様
よ
り
、
車
イ
ス
5

台
・
歩
行
補
助
器
5
台
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

宮古島海上保安署による人命救助の講習

昨年のたらま島一周マラソン大会で
3 連覇を達成した塚本さん

初めての人間輓馬も盛り上がりました

最後はヘ
トヘト

おしい！

　

去
る
7
月
17
日（
日
）、
2
0
1
6
海
の
日
ハ
ー
リ
ー
大
会
が
、
仲
泊

ト
ゥ
ブ
リ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

海
へ
の
感
謝
と
安
全
を
願
い
な
が
ら
、
各
区
や
職
域
・
団
体
の
対
抗

で
爬
龍
船
レ
ー
ス
が
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
息
を
合
わ
せ
な
が
ら
勝

利
を
目
指
し
て
力
い
っ
ぱ
い
漕
い
で
い
た
。

　

ス
イ
カ
割
り
や
人
間
輓
馬
、 

宮
古
島
海
上
保
安
署
に
よ
る
人
命
救
助

の
講
習
や
巡
視
艇
の
乗
船
体
験
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

【区対抗】 
優　勝＝天川区 
準優勝＝津川区

【職域・団体】 
優　勝＝沖海工 
準優勝＝漁業組合

【人間輓馬】 
優　勝＝大木区 
準優勝＝大道区

結果は次の通り

2016海の日ハーリー大会
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宮
古
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

夏
季
5
年
生
大
会

自動車の点検・整備の
確実な実施について

平成28年8月1日

（5）

飛行機の時間が迫っているので多良間小チー
ムだけ先に準優勝の表彰を受けました

　

去
る
7
月
9
日（
土
）～
10
日（
日
）、
第
37
回
宮
古
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
夏
季

5
年
生
大
会
が
宮
古
島
市
上
野
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、大
健
闘
の
準
優
勝
で
し
た
。

　

多
良
間
小
学
校
は
男
女
混
成
チ
ー
ム
な
の
で
、

男
子
枠
か
ら
の
出
場
に
な
り
ま
す
。

　

決
勝
戦
で
は
攻
め
の
要
で
あ
る
男
女
の
エ
ー

ス
が
膝
痛
と
ね
ん
挫
の
た
め
出
場
で
き
ず
、
前

半
終
了
ま
で
得
点
ナ
シ
。

　

監
督
の
池
間
学
先
生
に『
0
点
で
負
け
て
帰
る

の
と
、
点
数
と
っ
て
負
け
る
の
と
で
は
全
く
意

味
が
違
う
よ
！
』と
喝
を
入
れ
ら
れ
泣
く
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

後
半
か
ら
は
気
持
ち
を
入
れ
替
え
て
反
撃
し
ま
し
た
が
、
お
よ
ば
ず
・
・
・

　

惨
敗
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
課
題
も
た
く
さ
ん
わ
か
っ
た
よ
う
で
、
夏
休
み

は
体
力
つ
く
り
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

５
年
生
が
ほ
と
ん
ど
の
チ
ー
ム
で
低
学
年
が
２
名
と
次
年
度
か
ら
の
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
ま
す
が
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
対
西
辺
戦
の
ア
ウ
ェ
ー
感
が
凄
か
っ
た
で
す
。（
泣
）

　

西
辺
は
お
じ
い
も
、
お
ば
あ
も
応
援
に
駆
け
付
け
る
ほ
ど
の
熱
の
入
れ
よ
う
。

多
良
間
か
ら
の
応
援
は
10
名
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
い
う
と
き
ほ
ど
、
郷
友
会
の
皆
さ
ん
が
駆
け
付
け
て
く
れ
た
ら
な
あ
～
と

思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。	

（
保
護
者
談
）

　沖縄と奄美群島の交流を促進するため、「沖縄・奄美連携
交流促進事業」により、平成28年7月1日から航空路、航路の
運賃が割引となっています。
　この事業は、沖縄県と鹿児島県が連携して実施しています。

沖縄
の旅がお得に!

奄美

沖縄本島

与論島

沖永良部島

徳之島

奄美大島 奄美空港～那覇空港

那覇港・本部港

与論空港～那覇空港

那覇空港

　特便割引１ ： 19,650円
　先得割引Ａ ： 15,700円

　特便割引１ ： 11,950円
　先得割引Ａ ：  9,550円

那覇港～名瀬港 ： 7,570円
本部港～名瀬港 ： 5,920円

那覇港～亀徳港： 4,690円
本部港～亀徳港： 3,140円

那覇港～和泊港 ： 4,260円
本部港～和泊港 ： 2,710円

那覇港～与論港 ： 2,820円
本部港～与論港 ： 1,480円

1,400円～2,000円

2,150円～ 4,100円
片道運賃

片道運賃 割引

割引
航路

航空路

実施中!!
運賃割引

1
回
戦
…
38

－

31　
上
野
小
学
校

2
回
戦
…
51

－

40　
南
小
学
校

決
勝
戦
…
９

－

62　
西
辺
小
学
校

　自動車の使用者は、自動車の不具合によ
る交通事故や公害の防止を図る観点から、
自動車の適切な保守管理及び点検・整備（日
常点検・定期点検等）を実施することが義
務となっています。
　内閣府沖縄総合事務局では、自動車の使
用者に自動車の点検・整備を確実に実施し
て頂くため、本年も 9 月と10 月の 2ヶ月
間を自動車点検整備推進強化月間と定め、
関係機関及び団体の協力のもと「自動車点
検整備推進運動」を実施します。
　「人と車の環境の調和がとれた車社会」を
形成するためには、自動車の使用者一人一人
は自己の責任において、日頃から自動車の
保守管理を確実に実施することが大切です。

　自動車使用者の皆様のご理解とご協力を
お願い致します。

【お問い合わせ先】
内閣府沖縄総合事務局運輸部車両安全課

TEL：098-866-1837
FAX：098-860-2369
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村長のたうけーむぬゆむ（゚ひとりごと）
　

去
る
七
月
八
日
で
村
長
就
任
満
三

年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
の
濃

密
な
時
間
を
過
ご
せ
た
の
も
、
村
民

の
皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
、
国
・
県
・

関
係
機
関
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の
賜

で
あ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

時
間
の
流
れ
る
の
は
、
早
い
も
の

で
す
。
こ
れ
ま
で
の
間
、
ほ
ん
と
に

無
我
夢
中
で
し
た
。
村
民
の
皆
さ
ん

と
い
っ
し
ょ
に
、
多
良
間
村
を
元
気

な
村
に
し
た
い
、
と
い
う
思
い
で
村

長
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
長

か
っ
た
の
か
短
か
っ
た
の
か
わ
か
ら

な
い
ぐ
ら
い
、
自
分
自
身
の
人
生
の

な
か
で
も
こ
こ
ま
で
全
速
力
で
走
っ

て
き
た
時
間
は
な
か
っ
た
、
と
い
う

思
い
で
あ
り
ま
す
。
決
し
て
た
や
す

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど

も
、
多
良
間
を
変
え
て
い
こ
う
と
い

う
思
い
が
、
村
内
あ
る
い
は
役
場
内

に
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
け
れ

ど
も
広
が
り
は
じ
め
て
い
る
と
、
私

は
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

村
長
に
就
任
し
て
以
来
「
多
く
の

現
場
を
歩
く
こ
と
」、「
村
民
の
声

し
て
私
は「
き
ら
り
と
輝
く　

ゆ
か

り
村
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
て
お
り

ま
す
。
地
域
を
元
気
に
し
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
、
地
域
全
体
で

子
育
て
に
取
り
組
み
、
地
域
や
社
会

で
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
る
。
そ
し

て
地
域
で
暮
ら
す
人
々
が
助
け
合
い

な
が
ら
、
み
ん
な
で
安
心
し
て
元
気

に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
。
一
言
で
言

い
ま
す
と「
人
の
温
も
り
が
し
っ
か

り
感
じ
ら
れ
る
幸
せ
な
村
」
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
ハ
ー
ド
事
業
、

ソ
フ
ト
事
業
、
子
育
て
支
援
、
過
疎

化
対
策
、
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
現
在
、
新
製
糖
工
場
建

設
、
地
域
振
興
拠
点
施
設
整
備（
食
を

含
め
た
観
光
関
連
施
設
）
県
営
カ
ッ

ジ
ョ
ー
地
区
土
地
改
良
事
業
等
の
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
子
育
て
支
援
と

致
し
ま
し
て
、
幼
稚
園
預
か
り
保
育

の
実
施
、
村
営
塾
の
開
設
な
ど
進
め

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
多
良
間
フ
ツ

継
承
の
た
め
の
方
言
辞
典
の
編
纂
に

も
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
す
べ
て
の
村
民
が
将

来
に
わ
た
り
夢
と
希
望
を
も
ち
、
共

に
助
け
合
い
な
が
ら
、
元
気
で
幸
せ

に
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
、

「
村
民
起
点
の
ガ
ン
ジ
ュ
ー
元
気
村
」

実
現
に
向
け
、
村
民
の
皆
様
・
役
場

職
員
と
も
ど
も
一
丸
と
な
っ
て
、
全

力
で
村
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。
そ
う
心
に
誓
っ
て
お
り
ま

す
。

が
届
き
や
す
い
仕
組
み
を
つ
く
る
こ

と
」、「
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
事
に
す
る
こ
と
」
を
心

が
け
ま
し
た
。「
村
民
の
た
め
に
役
立

つ
こ
と
を
し
た
い
」
と
い
う
想
い
は

大
切
に
し
な
が
ら
も
、
そ
の
実
現
に

向
け
て
は
決
し
て
ひ
と
り
よ
が
り
に

な
ら
な
い
よ
う
に
、
気
を
つ
け
ま
し

た
。 

現
場
に
飛
び
込
ん
で
、
村
民
の

生
の
声
を
聞
き
、
肌
で
感
じ
る
こ
と

で
、
正
し
い
方
向
性
で
あ
る
か
否
か
、

日
々
感
じ
な
が
ら
村
政
を
進
め
て
き

た
つ
も
り
で
す
。
そ
の
中
に
は
村
政

を
支
え
て
い
る
、
多
く
の
職
員
が
頑

張
っ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
お
り

ま
せ
ん
。

　

少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
・
過
疎

化
、
子
ど
も
の
貧
困
な
ど
、
全
国
的

に
社
会
問
題
と
な
っ
て
、
厳
し
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。
困
難
な
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
み
ん
な
で
知
恵
と
力
を
出

し
合
っ
て
、
苦
し
み
や
負
担
を
分
か

ち
合
い
な
が
ら
取
り
組
み
、
進
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
目
指
す
べ
き
多
良
間
村
の
姿
と
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（7）

　

8
月
に
入
り
、
牛
舎
に

駐
車
し
て
い
た
ト
ラ
ク

タ
ー
か
ら
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
が
盗
ま
れ
る
事
件
が
2

件
あ
り
ま
し
た
。

　

不
審
者
を
見
か
け
た
ら
、

声
を
か
け
る
、
1
1
0
番
通

報
す
る
、
乗
っ
て
い
る
車
の

ナ
ン
バ
ー
を
メ
モ
す
る
等
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　これからの季節は枯れ草火災に注意！
　屋外での野焼きは原則禁止されています。

飲酒運転の根絶
　それでもあなたは飲酒運転をするの？
　平成27年度中の飲酒運転による沖縄県の免許取消処分者
は1,118名

３０１人以上の労働者を雇用する事業主の皆様

　「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」が平成２７年８月２８日に成立しました。
 ３０１人以上の労働者を雇用する事業主の皆様は平成２８年４月１日までに、
①自社の女性の活躍状況の把握・課題分析、②行動計画の策定・届出、③労働者への周知・外部への公表、
④情報公表などを行う必要があります。

女性活躍推進法、事業主行動計画の策定等に関するお問い合わせは

     沖縄労働局雇用均等室　へ
TEL　０９８－８６８－４３８０

〒900-0006　那覇市おもろまち２丁目1番1号　那覇第２地方合同庁舎１号館３階

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000091025.html

　免許取消により、免許の再取得や
罰金等で、3年間に2,215,120円＋α
の損害をこうむる試算もあります。

　

8
月
5
日（
金
）自
転
車

の
盗
難
が
あ
り
ま
し
た
。

　

被
害
に
遭
っ
た
自
転
車

は
、
鍵
を
つ
け
た
ま
ま
で

駐
車
し
て
い
ま
し
た
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
、
自
転
車
の
鍵
か
け
を

忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ

う
。

被害に遭わないために
・燃料は使うときに入れる
・燃料はこまめに入れる
・‌�トラクターは人目に付きやすい場所

へ駐車する等対策しましょう。

枯れ草焼却では
・‌�急に風向きが変わり、思わぬ方向に延焼拡大します。
・火の回りが異常に早いです。
・‌�日光にさえぎられ、火の所在がわからない場合があります。

3年

2年

免許取得の受験が
出来ない期間

免許取得の受験が
出来ない期間

酒酔い運転（35点）

酒気帯び運転（25点）

取り消し

取り消し

女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づく

一般事業主行動計画を策定しましょう！！

厚生労働省ホームページ（女性活躍推進法特集ページ）
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緊
張
し
た
表
情
で
表
彰
状
を

授
与
さ
れ
る
山
川
さ
ん

沖縄県審査における入賞者の皆さんと山川
さん（前列右端）

編
集
後
記

＊
今
年
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
、ブ
ラ
ジ
ル
の

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
の
開
催
だ
っ
た
。

　

日
本
の
メ
ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
に
、多
良
間
で
も

大
変
盛
り
上
が
っ
た
。

　

4
年
後
は
い
よ
い
よ
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

空
手
が
追
加
競
技
に
選
ば
れ
た
。多
良
間
出
身

で
空
手
の
選
手
や
関
係
者
は
多
い
、選
手
だ
け

で
は
な
く
、コ
ー
チ
等
関
係
者
と
し
て
多
良
間

村
出
身
者
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
参
加
し
て
い

る
こ
と
を
願
う
。も
ち
ろ
ん
他
の
競
技
で
も
。

　

頑
張
れ
ニ
ッ
ポ
ン
！
頑
張
れ
タ
ラ
マ
！

＊
編
集
後
記
を
担
当
し
て
、3
号
発
行
し
た
。

　

先
日
、県
外
在
住
の
同
級
生
か
ら
十
数
年
ぶ

り
に
連
絡
が
あ
っ
た
。

「
広
報
担
当
に
な
っ
た
ん
だ
ね
ぇ
、毎
月
楽
し

み
に
し
て
る
よ
、頑
張
っ
て
」と
励
ま
し
の

メ
ー
ル
。9
月
以
降
は
村
行
事
が
多
く
、島
全

体
が
忙
し
く
な
る
が
、全
国
の
多
良
間
出
身
の

方
が
、広
報
た
ら
ま
を
楽
し
み
に
し
て
く
れ
て

い
る
と
思
う
と
、忙
し
い
中
で
も
や
る
気
が
出

て
く
る
。

　

冊
子
で
し
か
読
め
な
い
と
思
っ
て
い
る
方

も
多
い
の
で
は
？
実
は
、多
良
間
村
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
、2
0
0
7
年
か
ら
最
新
号
ま
で
広

報
た
ら
ま
が
閲
覧
で
き
ま
す
。知
ら
な
い
方
に

是
非
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

仲な
か
ま
さ
と
や

間
智
也

（　　）内は前月比

世 帯 数 と 人 口

総世帯数
総人口
男 635	

区　別 人　口 世帯数
土　原
天　川
津　川
宮　良
嶺　間
大　道
大　木
吉　川
水　納
出　生
転　入

死　亡
転　出

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）
（ ）

− −

0
0
2
0
0
1
0
1
0

0
0
1
0
0
0
0
1
0

58
92
103
71
150
195
291
214
5

1
3

1
1

30
40
53
30
67
94
121
86
4

525（0）
1,179（2）
女 544 

（平成28年７月末現在）7
月

緊急ダイヤル
火災・救急 ワンクッションコール

警 察 官 派 出 所 （79-2010）

急病人 多良間診療所

歯科診療所医師

停　電　沖縄電力多良間営業所

断　水　役場住民福祉課

家畜疾病　役場産業経済課

ガス専用JA多良間　

119番

110番

79-2101

79-2162

79-2147

79-2623

79-2503

090-6859-2355

◆時間外救急受付
◆救急車出動
◆ヘリ搬送
火災・救急ワンクッションコール：

119
※緊急の場合以外診療時間内
　での受診を心がけよう

15件
0件
0件

救急に関すること
（7月）

広報たらま
寄附金のお礼 伊良皆　哲夫様（宮古島市在） ありがとうございました。

　

毎
年
、
水
資
源
の
有
限
性
や
水
の
貴
重
さ
お
よ
び
水
資
源
開

発
の
重
要
性
に
つ
い
て
国
民
の
関
心
を
高
め
、
理
解
を
深
め
る

た
め
、
８
月
１
日
を「
水
の
日
」、
そ
れ
か
ら
１
週
間
を「
水
の

週
間
」と
し
て
全
国
的
に
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今

年
度
の
同
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
沖
縄
県
内
15
校
か
ら
56
編
の
応
募

が
あ
り
、
６
月
の
県
審
査
会
で
優
秀
賞
５
編
、
入
選
５
編
を
決

定
。
優
秀
賞
は
国
土
交
通
省
所
管
の
中
央
審
査
に
推
薦
さ
れ
、

全
１
８
９
編
の
中
か
ら
多
良
間
中
学
校
3
年
の
山
川
梨
緒
さ
ん

“「
生
き
る
」に
つ
な
が
る「
水
」”が
全
国
審
査
で
優
秀
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

8
月
1
日
県
庁
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
山
川
さ
ん
は「
ま
さ

か
自
分
が
全
国
で
も
入
賞
で
き
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
嬉
し
い
。
多
良
間
島
の
昔
の
人
た
ち
が
苦
労
し
て
水
を
得
て

い
た
と
い
う
こ
と
を
知
り
、
水
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
心
を

受
け
継
い
で
い
こ
う
と
思
っ
た
」な
ど
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

 「
全
日
本
中
学
生
水
の
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」

第
38
回

字塩川５２７番地　渡口 貞男（８５歳） 平成28年7月8日
おくやみ

誕  生
字塩川４１９番地　佐久本 洋平・宏実さんの二男　真洋くん　平成28年7月14日


